
ロサンゼルス結膜炎の謎を追え！❶ 
台風が…来たか？と思えば通り過ぎ…行ったか？と思えば「もっと凄いのが来る！」と…そんな今

日この頃ですが、皆様如何お過ごしでしょうか？さて、今回我々に課せられた任務は…巷で噂の(☜

冗談ですよ)「ロサンゼルス結膜炎」について調査せよ！というものです。聞きなれない名前の病名です

が…一体どういう病気なのでしょうか？皆さんここはシャーロックホームズばりの名探偵になったつもり

で…詳しく調べていこうじゃありませんか！「行くぞ！ワトソン君！(笑)」＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠

＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠ 

 日常臨床で患者さんを診察する場合…通常は臨床所見(＝つまり…単なる「見た目」です)から診

断をして治療をしますが、たまに難しいケースがあります。例えば「所見上はアレルギー反応を疑うが、

ご本人が『自らにアレルギー反応というような不埒な体質は持ち合わせておらず』の一点張りにてその

疑いを認めないケース」の場合などは非常に厄介です。一般に、客観的にアレルギー反応の有無を判

断するには「血清 IgE 値」のデータを用いることが多いとされています。耳鼻科や内科なんかで「採血

の結果を見るとスギがプラスですけどダニはマイナスですね」というような説明をされる…「あの検査」で

すね。IgE というのは「数値が上昇している事でⅠ型アレルギー反応が証明されるタンパク質の一種」

なのです。では、僕が困った事になる代表的なやり取りを以下に挙げてみたいと思います 

 

藤田「貴方の目の不調はアレルギー性結膜炎が原因ですね。」 

 

患者A「その診断は間違えていますね！私は以前にA耳鼻科にて血液検査をして頂き『アレルギー体

質は全くない』とのお墨付きを頂いているので、そんな筈は、ア・リ・マ・セ・ン」(｀^´)/ 

 

藤田「そっ…そうですか…それじゃあ……えーっと…つっ…疲れ目かなー？ビッ…ビタミンの目薬を出し

てみますね…」(^-^;) 

 

流石にこんなやり取りを実際に経験している訳ではありません(かなり誇張しています(笑))が、どうみ

たってアレルギーじゃないか？と思うんだけど「困る事」ってたまにあるんですよねー。教科書を見返すと

「一般に血清の IｇE は全身のⅠ型アレルギーを反映するが、アレルギー性結膜炎単独というような

局所に限定したアレルギーの場合には血清 IgEが上昇しない事も多い」とか…そんなフザケタ(笑)事

が書いてある訳なんです。(日本眼科学会雑誌のアレルギー性結膜炎疾患診療イドラインの検査法

のところに記載があります。) 

 

…で、そういう事があるという認識はあったものの取り立てて何かを思う訳でなく、日々の診療では所

見でアレルギーを疑い治療をし、ゴネル患者さんにはアレルギー以外の治療をしてオタメゴかすという

…。正しいような、そうでもないような…そんな日々を送っていたところに「アレルウオッチ」という素晴ら

しい検査(右ページの図を参照してください。テストラインが赤く染まるとアレルギーありという事になり 
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11月7日(金)午後は学校検診のため休診、
11月14日(金)午後と11月15日(土)は学会
出席のため休診、年末年始は12月28日
(日)～1月4日(日)が休診です。

今月のお知らせ

ます。)が登場します。涙を試料として涙液中の

IgE値を測定するというこのキットは、眼局所に限

局するアレルギー反応を検出するには最適のアイ

テムでして、眼脂をスライドグラスに塗って特殊な

染色をして好酸球を検出する(好酸球というのは

白血球の一種なのですが、その存在がアレルギー

反応を強く疑わせる白血球なのです)ような方法

もありますが、当たり外れも大きく(好酸球があれ

ばほぼアレルギーと断定できるものの、好酸球が

無いからといって…たまたま好酸球が見つからないだけかもしれないので「アレルギーではない」とは言

い難いのです)やはりアレルウオッチの登場は、眼科医の我々にとってはエポックメイキングな出来事だ

った訳です。そんな「アレルウオッチ(以下 AW と省略)」をやり続けているうち、一昨年のスギ花粉の飛

散が多かったシーズン中などは「血液検査をして抗原も特定したい」との要望も多く…そんな中「イムノ

キャップラピッド」(以下 ICR と省略)という簡易版の特異的 IgE 検査の存在を知りまして、これを当

院にて採用したところ「出るわ出るわ！」。AWが陽性なのにICRが全項目陰性の症例が「バンバン」

出るわけですよ。「スゲー！おもしれー！」と思っていたのですが「これって今までの論文に詳しい事が

発表されていないのじゃないか？」と素朴に思いました。ちょっと知り合いのアレルギーに詳しい眼科の

先生に聞いてみると「着眼点は面白いんじゃない？」みたいなコメントを頂き、これは世に出してみよ

う！と思い立ちまして…今年の 1 月に沖縄で開催された角膜学会で学会発表をしたという訳なので

す。＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠ 

スミマセン(-_-;)紙面の都合で続きは次回に持ち越しです m(__)m。ロサンゼルスの「ロス」の字に

もたどり着けませんでしたが(笑)、「探偵ごっこ」はまだまだこれからです！次回をお楽しみに！ 

また、前回号でもお知らせしましたが、非常勤の先生が診察を担当する日程は 

① 毎水曜日午後を朝岡亮先生(東京大学眼科講師／専門分野☞緑内障) 

② 第1・3(・5)週目の土曜日を小竹修先生(八王子医療センター眼科／専門分野☞網膜疾患) 

となります、宜しくお願いします。 
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